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フォー ド大学のウオダム ･カレッジでチューターをしていたリチャー ド･コングリーヴ
RichardCongreve2)は,1849年にパリでコントと会見をしていたほど,実証主義に影響され
ていた｡そのコングリーヴのもとで指導を受けたカレッジの生徒が,のちのイギリス実証主義












































第一に,その政府が求める ｢効率｣は,国家的な ｢効率｣でなくてはならない ｡ 彼が ｢効
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働貴族の世論を通 じて,従としては ｢ステーツマン｣や雇用者階級 との個人的接触を通 じて,
ハリスンらは ｢精神的な｣影響 を行使することが可能になる｡ それは,｢精神権威｣と,｢効




力｣の ｢効率化｣が ますます可能になる｡ この場合,いずれにしても,ハ リスンは自分たち実
証主義者たちが,コントのいう ｢精神権威｣ として,その理想的な精神改善を行いつつ,｢世
俗権力｣の効率化を進めることができる,と予想 していた｡1867年までのハ リスンはこのよう


























































































































































































































































































































ような ｢富と力｣の支配を前提とせざるをえなくなったのである｡ だが,この強固な ｢現

















































































人 文 学 報




















































































































































人 文 学 報
ハリスンによると,よかれあしかれ産業化社会に適応した貴族の好例であった10)｡さらにハリ
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